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令和６年度第１回佐伯市子ども・子育て会議記録（抄録） 

  

日時：令和６年９月 30 日（月）13 時 30 分～15 時 35 分 

場所：佐伯市役所本庁舎 ６階 第２委員会室 

出席：委員 18 名のうち 11 名（７名欠席） 

事務局：加藤福祉保健部長 

    （こども福祉課）甲斐総括主幹、御手洗総括主幹、吉良副主幹 

    （学校教育課）染矢総括主幹 

    （健康増進課）野村総括主幹 

    （障がい福祉課）大畠副主幹 

    （福祉保健企画課）久保田総括主幹 

傍聴人数：０名 

 

 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 部長あいさつ 

４ 議事 

【報告】 

（１）第２期佐伯市子ども・子育て支援事業計画の実績報告について 

事務局から資料に沿って説明をした。 

【主な質問・意見】 

 ・ (５)養育支援訪問事業の実績が少なくなった理由をどのように分析しているの

か。出生数が減っても、支援が必要な親子は減っていないと言われているため分析

がいると思う。 

  →実績の積み上げ方法はこれまでと変わりはないが、持ち帰り分析をして次回に

報告する。 

 ・ (６) 子育て短期支援事業の利用が多い曜日はあるのか。受け入れに余裕はある

のか。また、利用する理由はどのようなものが多いのか。 

 →家庭児童支援センターHOPE の設置により令和４年度から利用が増えている。曜

日の統計は取っていないが、週末にかけての利用が多い。HOPE で受けられない場

合は、市外を利用してもらえる。利用する理由も統計を取っていないが、育児疲

れや精神面の事が多い。 

・令和 7 年度より設置される「子ども家庭センター」とはどういうものなのか。 

→子ども家庭センターは、今の本庁２階の家庭児童相談係の児童福祉の機能とし

ての拠点と、和楽の健康増進課の母子、妊婦さん、乳児から５歳児までの子ども

さんを対象とした子育て包括支援センター「さいきっず まある」の２つの拠点
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が連携し、切れ目ない連携体制が作れるようにするもの。児童、母子両方にて機

能強化ができるように、令和７年度からの開設を目指し、具体的に機能強化に向

けて検討中である。 
・「保育士等の育成確保の強化」で、「保育園等就職準備支援事業」を６年度末で廃

止というのは、どこまで周知ができているのか。今ここで載せるのが初めてなのか。

４、５歳児の保育士の配置基準が見直され、将来１歳児の見直しがあれば保育士必

要となる。そうなった場合に、その事業がないのなら市外で就職しようと考える人

がいるのでは。 

 →「保育園等就職準備支援事業」は、令和元年度から続けてきたが、利用者数が

減っている。一部の人しか受益がないものなので、みんなが得するような方向に

予算を割り振る必要があるということも含めて検討している。また保育士さんの

確保が本当に厳しくなった時は、保育士さんを確保する必要がある。 

・数値だけの判断だけでこれからの子どもたちにプラスになるのかと疑問に思って

いる。周知で解決することもできるところがあるのであれば、受け身側も知る努力

は必要だと思うが、周知の方法の検討や、広い視野で工夫して伝えることができる

とよい。 

→周知の仕組みが市としてもまだできていない。周知の方法については今後の市

としての課題になっていくと思うので、検討をしていかない。 

・保育士の確保は、資格所得への支援にすると、新卒だけでなくこれから目指す人

たちにも響くのでは。 

→保育士の資格取得前の研修的な支援等について、一度持ち帰り内部で検討した

い。 

 

 

（２）第３期子ども・子育て支援事業計画の策定について 

  ａ 第３期計画策定のためのニーズ調査結果について 

事務局から資料に沿って説明をした。 

【主な質問・意見】 

・質問は県に則っているのか、それとも市の独自の質問なのか。放課後児童クラブ

の利用希望を就学前と小学生の家庭に聞いているが、数値に差がある。就学前は想

像しづらいのでは。この結果をどのように第３期計画の策定に使うのか。 

  →質問はほぼ全県統一。市の独自調査は 34 問中に３問しかない。クラブの３期

に向けては、クラブの設置状況、部屋の状況、スタッフの状況もあるので、一概

にこのアンケートを受けて安易に増やすという計画は立てにくいのではないか

と思う。 

・子どもの発達に気になることや不安に感じるところの相談先が専門機関ではなく、

家族や友達と回答した人が多くなっている。計画の中にしっかり相談できる体制を

作っていけるとよい。 
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  →子ども家庭センターを令和７年の４月から設置する方向で検討している。困り

ごとのあるお母さんや子どもに対してどういうふうにサポートしていくかを重

点 的に強化していけたらと考えている。 

 

ｂ 計画策定スケジュール 

事務局から資料に沿って説明をした。 

【意見・質問】 

なし 

・計画策定スケジュールについて、委員（11 名全員）の承認をいただいた。 

 

 

（３）八幡保育園の閉園について 

事務局から資料に沿って説明をした。 

【意見・質問】 

なし 

 

  

 

 その他 
なし 

 

 

閉会 

                               


